
健康・生活

支　援　内　容

本
人
支
援

Ⅰ．心身の健康や生活に関する領域
　　①健康状態の維持・改善
　　②生活リズムや生週間の形成
　　③基本的生活スキルの獲得

◎健康状態の維持や改善、基本的生活スキルの習得などの獲
　　得を支援します。
　・日常生活動作に関わる支援（手洗い・更衣・排泄）
　・持ち物の管理（ロッカー・リュック・荷物）
　・マナーやルール（挨拶・順番・譲り合い）
　・居場所作り
　　・個別療育が楽しみな時間となる工夫
　　・心身の調整を心掛ける）

支援方針 授業の終了後、学校の休業日に生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進、その他必要な支援を行う。

営業時間

開園日：月曜日から金曜日までとする。
　　　　　　●毎土曜日・日曜日・国民の祝日に関する法律に規定する休日、
　　　　　　　　その他理事長が別に定める日は休業日とする。
開園時間：学校ある日は、授業終了後から午後５時００分
　　　　　　　学校休校日は、午前９時００分から午後３時００分

送迎実施の有無
学校がある日は、学校又は拠点からの迎えのみ
学校休校日は無し

放課後等デイサービス事業　　支援プログラム　　　　　　

作成日　　　2025年3月1日

事業所名　　　　　 社会福祉法人安曇野福祉協会　　　多機能型事業所やまびこ学園

法人（事業所）理念
多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保
持しつつ、自立した生活を地域社会において営むことができるよう支援すること及び児童が心身ともに健やかに育成されることを目的
とする。



運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

家族支援

・面談を通しての相談・助言
・専門家による訓練（理学療法・作業療法・言語聴覚）
・家族の休息やリフレッシュ

移行支援
・教育機関等との情報共有と相互連携
・移行支援会議/カンファレンスへの積極的な参加

本
人
支
援

Ⅱ．運動や感覚に関する領域
　　①姿勢と運動・動作の向上
　　②姿勢と運動・動作の補助的手段の活用
　　③保有する感覚の総合的な活用

◎さまざまな身体の感覚や感触を刺激し、運動機能、バランス感
　　覚、力の強弱、距離感などの発達を促します。
　・遊びや活動を通して様々な感覚に狙撃を与え、感覚を養う
　・保有する感覚を十分に活用できる支援
　・散歩など体力保持・向上

Ⅲ．認知と行動に関する領域
　　①認知の発達と行動の習得
　　②空間・時間・数等の概念形成の習得
　　③対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習得

◎空間や物の概念形成を促し、適切な距離や行動の習得を支
　　援、自己選択・決定ができる支援を行います。
　・興味関心に添って様々な提案を行い、自己選択決定ができ
　　るプロセスを経験する
　・環境設定や提案を工夫し、興味関心の幅が広がる
　・見通しをつけ、イレギュラー時の対応が身につく
　・季節/行事毎に製作活動を行い、色/形/重さ/柔らかさなどの
　　感覚を養う
　・時計やタイマーを取り入れ、ルールの理解を深める

Ⅳ．言語・コミュニケーションの獲得に関する領域
　　①言語の形成と活用
　　②言語の受容及び表出
　　③コミュニケーションの基礎的能力の向上
　　④コミュニケーション手段の選択と活用

◎円滑なコミュニケーションスキルの獲得を促します。
　・遊びや様々な活動を通して多くの言葉に触れる
　・自分の思いが伝わる経験ができるような支援
　　（絵カード、文字盤、ジェスチャーなど）
　・話したい/伝えたいというコミュニケ-ション意欲を高める工夫
　・言葉だけではなく、表情や仕草、全身運動など様々な手段を
　　通して、自らの思いに自信を持ち発信できる環境作りを行う。

Ⅴ．人との関わりに関する領域
　　①他社との関り（人間関係）の形成
　　②自己の理解と行動の調整
　　③仲間づくりと集団への参加

◎順番や役割、ルール、感情のコントロールなど社会生活に適
　　応するために必要なスキルの獲得を支援します。
　・自己理解をしてもらえる安心な環境を作る
　・絵カードなどの視覚提示
　・家庭でも学校でもない場所で、心身をリラックスでき、自分ら
　　しく過ごせる時間を提供する。



職員の質の向上

・職員研修（療育/保育/医療/感染症/虐待/身体拘束/災害/安全など）
・外部研修を受講した職員からの伝達研修
・職員会議（ケース検討/情報共有）

主な行事等

・園外活動（１回夏季長期休暇時/年）
・季節等に合わせた制作活動など（母の日/父の日/お祭りごっこ/クリスマス/節分/バレンタインデイ/雛祭りなど）

地域支援・地域連携

・自治体で開催される連絡会議に出席
・教育機関からの相談や共有があれば療育的視点での提案や助言を行う


